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1 はじめに
安全衛生自己チェツクシステム構築のための
基礎筏術の修得
第2技術室化学計測班 田畑 功
本学文京事業所における安全衛生管理は、安全衛生委員会を中心として、産業医，安全・衛生管
理者，安全衛生係員による週 1回の職場巡回パトローノレにより職場の安全衛生状況をチェックして
いる。近年、パトロールと遺物の新築・改修の相乗効果により、環境はかなり改善されてきたが、
軽度ではあるが未だに実験等で怪我をするケースが見られるため、各職場で日常的に安全衛生活動
に取り組める仕組みが望まれている。
そこで、本研修では実験室や居室の安全衛生状態を定期的に自己チェックするためのンステム構
築をめざし、それに必要な基礎技術を修得することにした。具体的には、動的なWebアプリケーシ
ョンを作成するために、サーパサイドスクリプト言語である PHPとリレーショナノレデータベース
MySQLの使用方法を学習した後、自己チェックンステムのプロトタイプとなる建物・チェック項
目選択画面や自己チェック実行画面などを表示するためのコードを作成し、データベースを利用し
た動的Webアプ担ケーション作成技法について修得した。
2 開発環境の構築
本研修では、スクリプト言語として PHPを、
して、 Webアプりケーションを作成した。
データベース管理システムとして MySQLを使用
その開発環境を以下に示す。
2. 1 Webパッケージのインストール
使い慣れた Windowsパソコンでンス
テムの開発を行うには、あらかじめWeb
サーバソフト (Apache)、PHP、MySQL
表 1 XAMPP構成ソフト一覧
5.0.33 
をパソコンにインストーノレする必要があ Ic恥IlSSL0.9剖
る。本研修ではこれらを簡単にインスト
ール出来る XAMPPを利用し た。
XAMPPは非営利団体ApacheFrendが
提供する Webパッケージインストーラ
であり、Windows版では垂1に示すソフ
トを一指でインストーノレできる。インス
"d 
パージョン切轡ンフト
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トー ノレ後に PHPの環境設定(文字コ
ードの設定)、 Apacheの環境設定
(PHP拡張モジューノレを有効化、アク
セス制限)、 MySQLの環境設定(文字
コードの設定)を行う必要がある九
2.2 php開発環境
PHP開発環境には、オープンソー
ス フリーソフト rpHPエディタ
v1.78.1Jを使用 Lた.このソフトには
デパック機能はないが、プロジェクト
管理やコードの色分け表示、文字コー
ド変換機能、ブラウザ内蔵など、小規
同γ:魚
図1 PHPエディタ画面
表2 PHP文法のc言語との主な遣い
O く?php と 1> の聞にスクリプトを記入
O畳敷名には最初に$(ドルマーク)をつける
O畳敷の型は自動認識(型の宣言不要)
主
O聖教名の大文字・ 小文字は区別されるが闘世名は区別されない。
O文字列を結合するには、結合揖算子 r.J (ドット)を利用
O連想配列(離宇に数字の代りに文字列をキーとして匝用)
~ 
」 笠竺出
模なシステム開
発には十分な機
能が揃っている。
このエディタを
使って開発中の
画面を図 1に示
す。
o foreach閑散で連想配列のキーと値を呼び出す foreach($namc as Skey =) $value) 
O配列操作関教が充実 (arrar-shift、arraLPOp、array_unshift、array_push)
Oユーザ入力値は浩信方法によりLGET[ι聖教名， 1やLPOST['id' 1で取り出す
2.3 PHP文法 O関数i士、 function関数名(畳敷) I .. }で定義
PHPの文法
o Cookie， s回 SlOn利用関散
O W，bアプリ聞務周問教が奪実(セキュリティ対策 データベース利用
は基本的にC言
語と似ており、 C言語に慣れていればそれほど違和感なく使用出来る。 しかしながら、表2に示す
ような違いもあり、特にフォームなどで入力されたデータの受け取りなど Webアプリ独自の部分に
ついては、コーデ
イングと実行を繰
り返すことで用法
を習得する必要が
ある。
2.3 SQL文法
MySQLデータ
ベースを利用する
には、 SQLコマン
ドを発行する必要
がある。 表3に主
な SQL士を示し
た。ユーザの追加
やアクセス権限の
表3 主なSQL文
!DENT!F!ED BY ，ハスワ トー'、明THGRANT 
また
phpMyAdminJを使用
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設定などはMy8QLコマンドラインまたはMy8QL管理ソフト rphpMyAdminJから行い、データ
ベースの選択やテープノレ操作などはPHPのmysql操作関数を利用する。
2.4 HTML_OuickForm ヲラスと Smartyの連機 2)
HTML_QuickFormはPEAR(PHP Extention and Application Repository : PHPパッケージ保
管場所)に登録されている HTMLフォーム生成ライブラリであり、s皿artyはPHP用のテンプレー
トエンジンである。これらを組み合わせることで、プレゼンテーション(HTMLソース)とロジ
ック(PHPスクリプト)を分離して開発を進めることができる。例えば、ページ設計をホームベ
ージ・ピノレダーで行い、そこに HTML_QuickFormの要素タグを追加することで、設計したページ
に表示する文字列やフォームの種類などを要素タグを介してスク りプト内で自由に変えることがで
きる。
2.5動的Webサイトでの処理由流れ
PHPモジューノレ、データベースシス
テムが組み込まれた Webサーパでの
処理の流れを図2に示す。例えばユー
ザから「郵便番号から住所を取得した
いj という要求があると、 PHPプログ
ラムは郵便番号データベースからデー
-亘亙亘己亘己己司 闘 t叫由h町岨 n山宜由倉一一倉肉
3司匝岡今 厄二二う 子二二i U 詰F討叫1Iドh阿ヂt勺=立剖:
，/ ¥¥ 図2 PHPとSOLによるデ一f聖=ベ一ス
人 抽 幽崎.輔躯蜘の帽a肺甥ノ処理のイメ一ジ
タを抽出するための 8QL文をデータベースエンジンに対して発行し、データベースエンジンはデ
ータベースから住所データを抽出し、 PHPプログラムに返す。PHPプログラムは、住所データを
を HTML文書に埋め込みクライアントに返すことで、ブラウザ上に表示された住所をユーザが見
ることができる。
PHPスクリプトを開発する場合には、ベージ移動処理の流れを理解しておく必要がある(図3)。
ページングの手法は種々考えられるが、一般的には、トップベージ(PHPファイノレ)を用意し、最初
にクライアントがアクセスするページとする。このページの下に、ユーザからの要求に応じて表示
すべき種々のページ(ユーザ関数)を用意する。ユーザが最初にアクセスすると初期画面(ベージ
1 )を表示する。このベージ内に用意
するフォームのポスト先は、先のトッ
プベージとする.ユーザからの入力や、
選択項目、クリックされたボタンの種
別は、グローパノレ変数$ P08Tに格納
され、 トップページに送られる。
事，]08Tは連想配列であり、フォーム
名のキー毎に入力値が格納されている。
トップページのPHPスクリプトでは、
このLP08T変数を解析し、その内容
に応じて次に表示すべきベージを発行
する.また、複数のページで変数を共
有したい場合には、セッションを使用
入力情報をPOST- 入力フォー ム
フォームを表示した〈忽い場合は
hidd卵タイプのフォムを使用
日開制持捌 d豆SI~N@:)
図3 PHPスウ 'Jプトでのページ移動処理の例
－18－
する。セッションを有効にする
と$_SESSION変数に格納し
た変数を複数のベージで参照で
きるようになる.
3 安全衛生自己チエッヲシス
テム
3. 1システムの基本構成
図4に自己チェツクシステム
の基本構成を示す。ユーザはシ
ステムにログインした後、チェ
ックする部屋の選択やその部屋
，一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一、
:PHP 
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図4 自己チエッヲシス子ムの基本構成
SQL 
の使用状況に応じたチェック分野の選択を行う。次に、チェック分野ごとに予め用意された各チェ
ック事項について「適切 ・概ね適切 ・不適切 ・該当しないJを選択し適切でない場合はその理由を
入力したあと、内容確認と判定を行い、その結果をデータベースに保存する。今回の研修ではログ
インンステム(ログイン画面、ユーザ・テープノレ)以外の画面生成スクリプト、テーブル模様デー
タを作成した。
3.2作成テーブル
(1)建物テーブル
建物テープルには、建物名、館数、館毎の棟数、機毎の最大フロア数を格納する。例えば工学部
の場合、 1号館は4号糠までで最大4階、 2号館は 1号棟までで最大3階なので、格納するデータ
は、工学部、 2，4， 4， 1、3となる。
(2)部屋テブル
建物テーブルには、部屋番号、入口共通部屋番号、部屋の型記号、スパン数、部屋名を格納する。
入口共通部屋番号とは、閉じ部屋でも入口が2つ以上ある場合、それぞれ別の部屋番号が割り辰ら
れているために設けている。部屋の型記号は、 1スパンの部屋がA、2スパン以上でー続きの部屋
がB、パーテインヨンで区切られた部屋がC、廊下を挟んでのオープンスパンの部屋がDとしてい
る。渡り廊下に面した部屋や廊下の片側しか部屋がない場合の記号は未定である。
(3)チェッヲ分野テーブル
チェック分野テープノレには、分野記号、分野名、 1つ自のサプ分野名、 2つ目のサプ分野名、 ・・.
を格納する。例えば、共通チェック事項の場合、分野記号 A、分野名 共通項目、サプ分野1
通路と部昼の管理、サプ分野2 電気器具、となる。
(4)チヱツヴ項目テーブル
チェック項目テープノレには、チェックコード、分野記号、チェック項目、説明 URLを格納する。
データの一例を示す。
A-Ol， Al，整理・整頓・清掃を行い、不用物やゴミを適切に処分しているわ A-Ol.html
(5) チヱジク結果テーブル
チェック結果テープルには、建物部屋番号、総合判定結果、チェック年月日、チェック事項記号、
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ユーザ選択番号、ユーザ入力コメントを格納する。
3.3作成画面
(1)郁慶・チエッヲ分野由選択画面
ユーザ認証後に自己チェックを行う部屋と分野を選択する(図 5)。このベージは、
HTML_QuickFormクラスと Smartyを利用して作成した。未入力項があると、未入力通知画面が
表示される。このような入力ミス通知機能は、以下のような HTML_QuickFormクラスの addRule
関数を利用することで、容易に装備することができる。ここで、 $formはHTML_QuickFormクラ
スのオブジェクトである。
事前orm">addRule('RoomNo'，'←選択してください"'required'); 
$form">addRule('CheckTitle'，・対象とする分野を選択して下さ""， 'required'); 
自己チェックを行う部屋及びその部屋の使用状況に応じたチェック分野を選択Lた後、 submit
ボタンをクリックすると選択した部屋情報をセッション変数に保存すると共に、選択したチェック
分野について干め用意されたチェック事項をデータベースのチェック項目テーブルから抽出し、セ
ッション変数に保存する。
(2)チヱッヲ画面
チェック画面(図6)は、セッショ
ン変数に格納された部屋情報とチェッ
ク事項の情報を HTML_QuickForm
の要素タグに割り当てて表示させてい
る。チェック事項について、対象とす
る部屋の状況を「適切・おおむね適切・
不適切・該当せずJの中から選択し、
適切でない場合はその理由を入力する。
「解説」には、各チェック事項毎に別
に用意した説明用 HTML文書を表示
する。「次へJで次のチェック事項に移
行し、「終了jでチェック内容をセッシ
ヨン変数に格納した後、内容確認・判
定画面に移行する。
(3)チヱツヴ内容確w判定画面
図7はチェック内容確認・判定画面
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である。 この画面は、セッシヨン変数に
格納したチェック内容を元に、PHPのヒ
アドキュメント (echo <<<EOM 
EOM;)や print文を使って生成してい
る"A、B、cの3段階で判定し、 一つで
も「不適切」事項があると、 C判定とし
ている。この画面にも入力フォームを用
意し、チェック入力できるようにした。
「保存して終了」をク リックすることで、
チェック結果テープルに結果が保存され
る。
3.4セキュリティ対策
PHPプログラミングで考慮する必要
のあるセキュリティ対策としては、フォ
ームへの不正コー ド入力への対応、セッ
ションハイジヤックへの対応がある。ま
た、サーパ環境に関係したと ころでは、
セキュりティ対策済みの最新の PHPを
使用すること、 PHP.lNl で
register_globals=onにしなし、こと、 web
からアクセス出来ない場所に設笹するこ
となどがある。
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4 まとめ
本研修では、 PHP文法を学習し、次いで、自己チェックに必要なユーザ入力画面の生成やデータ
ベース利用を含む動的ホームページ作成のための基本技術を学んだ。自己チェツクシステム作成の
ためのコーディングと実行・確認の繰り返しを通して、セッション変数の利用法、
HTML_QuickFormクラスとs皿artyクラスの連携方法、 HTML_QuickFor皿要素タグへの入力ノレ
ール設定方法、 MySQLデータベースシステムの利用法などを修得した。
自己チェック y ステムを運用することで、教職員の安全衛生意識の向上と部屋危険度の杷握が可
能となる。今後、ユーザ認証、ユーザ管理、自己チェックデータ管理などの機能迫加、建物 ・部屋
データの補完を通して、実際に運用可能な自己チェツクシステムを構築する必要がある.
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